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はじめに

『Sun Cluster Geographic Editionの概要』では、Sun™ Cluster Geographic Edition
ソフトウェアを紹介し、その製品としての目的と、それを Sun Cluster Geographic
Editionで達成する方法について説明します。本書では、Sun Cluster Geographic
Editionの主要な概念についても説明します。また、Sun Cluster Geographic Edition
の特長と機能も挙げています。

関連マニュアル
関連のある Sun Cluster Geographic Editionのトピックについては、次の表に示した
マニュアルを参照してください。Sun Cluster Geographic Editionのすべてのマニュア
ルが http://docs.sun.comで入手できます。

トピック マニュアル

概要 『Sun Cluster Geographic Editionの概要』

用語集 『Sun Java Enterprise System 2003Q4 Glossary』

ハードウェア管理 各ハードウェア管理ガイド

ソフトウェアのインストール 『Sun Cluster Geographic Editionのインストール』

システム管理 『Sun Cluster Geographic Editionのシステム管理』

コマンドと機能のリファレン
ス

『Sun Cluster Geographic Editionリファレンスマニュアル』

Sun Clusterのマニュアルの全リストについては、 http://docs.sun.comでお使い
の Sun Clusterソフトウェアのリリースノートを参照してください。
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マニュアル、サポート、およびトレーニ
ング

Sunのサービス URL 内容

マニュアル http://jp.sun.com/documentation/ PDF文書および HTML文書
をダウンロードできます。

サポートおよび
トレーニング

http://jp.sun.com/supportraining/ 技術サポート、パッチのダ
ウンロード、および Sunの
トレーニングコース情報を
提供します。

問い合わせについて
Sun Cluster Geographic Editionシステムのインストールや使用に関して問題がある場
合は、以下の情報をご用意の上、担当のサービスプロバイダにお問い合わせくださ
い。

� 名前と電子メールアドレス (利用している場合)
� 会社名、住所、および電話番号
� システムのモデルとシリアル番号
� オペレーティングシステムのリリース番号 (例: Solaris 9)
� Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアのバージョン番号 (例: 3.1 8/05)

次のコマンドを使用し、システム上の各ノードに関して、サービスプロバイダに必要
な情報を収集してください。

コマンド 機能

prtconf -v システムメモリのサイズと周辺デバイス情報を表示します

psrinfo -v プロセッサの情報を表示する

showrev –p インストールされているパッチを報告する

prtdiag -v システム診断情報を表示する

scinstall -pv Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアのリリースおよびパッケー
ジのバージョン情報を表示する
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コマンド 機能

scstat クラスタの状態のスナップショットを提供します

scconf –p クラスタ構成情報を表示します

scrgadm -p インストールされているリソースやリソースグループ、リソースタイプの
情報を表示する

geostat ローカルクラスタの実行時状態を表示します

上記の情報にあわせて、/var/adm/messagesファイルの内容もご購入先にお知らせ
ください。

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表 P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイル
を表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャー・ユーザーズ
ガイド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー
名、強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照してく
ださい。

この操作ができるのは、「スーパー
ユーザー」だけです。
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表 P–1表記上の規則 (続き)
字体または記号 意味 例

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

� Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

� Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェル

$ command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。
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第 1章

Sun Cluster Geographic Editionソフト
ウェアの概要

Sun Cluster Geographic Editionは、Sun Clusterソフトウェアの上で拡張レイヤーと
して機能するソフトウェアです。Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアは、遠
く離れた複数のクラスタを使用し、これらのクラスタ間でデータを複製する冗長イン
フラストラクチャーを使用することで、アプリケーションを不測の中断から保護しま
す。Sun Cluster Geographic Editionクラスタ上で動作するアプリケーションは、デー
タ複製ソフトウェアを使用して地理的に離れた二次クラスタにサービスを移行するこ
とで、災害耐性を持たせることができます。地震、火事、嵐などの災害が起きると、
一次サイトのクラスタが使用できなくなることがあります。このような場合にも Sun
Cluster Geographic Editionクラスタは、次のような冗長性レベルを使用することで、
継続してサービスを提供できます。

� 二次クラスタ
� 二次クラスタ上でのアプリケーション構成の重複
� 二次クラスタ上でのデータの複製

この章では、Sun Cluster Geographic Edition製品の概要を示します。

この章の内容は次のとおりです。

� 10ページの「Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアを使用してアプリ
ケーションの高可用性を実現する」

� 10ページの「災害からの復旧」
� 11ページの「Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアの主な特長」
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Sun Cluster Geographic Editionソフト
ウェアを使用してアプリケーションの高
可用性を実現する
Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアには、サイト間でのサービスの移行を通
して地理的に離れたクラスタの管理と構成を行うツール群が用意されています。Sun
Cluster Geographic Editionソフトウェアでは、エンタープライズシステム全体での災
害に耐えられるよう、堅固なセキュリティー、アプリケーションサービスの移行、
データ複製などを通し、複数の物理位置にわたって可用性を管理できます。

Sun Cluster Geographic Edition製品では、パフォーマンス、コスト、およびデータ復
旧ポイントの分離という 3つの要素を、より適切に組み合わせることができます。こ
の組み合わせは、遠隔地にある複数のノードを持つ単一クラスタで構成されるキャン
パスクラスタリングやメトロクラスタリングとは大きく異なっています。Sun Cluster
Geographic Edition製品は、地理的に離れた複数のクラスタに利用できる管理ツール
と構成ツールを提供します。

Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアが動作する構成には、地理的に分散した
複数のクラスタが存在します。主クラスタはアプリケーションサービスを提供し、
セット内の二次クラスタは災害発生時に主クラスタのサービスを引き受けることがで
きる代替サイトの役割を果たします。Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアで
は、2つのクラスタ間での構成、データの複製、ハートビートの監視を管理し、デー
タを複数の災害復旧サイトに分散できます。

災害からの復旧
災害耐性とは、主クラスタに障害が発生した場合に二次クラスタ上でアプリケー
ションを復元するシステムの能力です。災害耐性の基礎となるのは、データ複製と
フェイルオーバーです。Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアは、次の要素を
冗長配備することで、災害耐性を実現しています。

� 地理的に離れた高可用性クラスタ
� ホストレベルまたはストレージレベルでのデータ複製
� バックアップ、復元、データの (遠隔地)保管

データ複製とは、主クラスタから二次クラスタに継続的にデータをコピーするプロセ
スのことです。データ複製によって、二次クラスタには主クラスタの最新データのコ
ピーが保存されます。二次クラスタは、主クラスタから地理的に離れた場所にも設置
できます。
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フェイルオーバーとは、主クラスタから二次クラスタへの、リソースグループまたは
デバイスグループの自動再配置です。主クラスタに障害が発生した場合でも、アプリ
ケーションとデータは二次クラスタで即座に使用できます。

Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアは 2種類のサービス移行、スイッチオー
バーとテイクオーバーをサポートしています。スイッチオーバーは、主クラスタから
二次クラスタへの、計画的なサービス移行です。スイッチオーバーの間、主クラスタ
は二次クラスタに接続され、サービス移行を二次クラスタと調整し、データ損失と
データ破損を最小限に抑えます。

テイクオーバーは、主クラスタから二次クラスタへの、緊急のサービス移行です。シ
ステム管理者は、災害から復旧する目的でにテイクオーバーを開始できます。ス
イッチオーバーとは異なり、テイクオーバーの間、主クラスタは二次クラスタに接続
されません。そのため、主クラスタは二次クラスタと処理を調整してサービスを移行
することはできません。このような調整が行われないため、テイクオーバーではス
イッチオーバーよりもデータ損失とデータ破損のリスクが高くなります。Sun Cluster
Geographic Editionソフトウェアは、テイクオーバー時に専用の復旧手順を使用し
て、データ損失とデータ破損を最小限に抑えます。

Sun Cluster Geographic Editionソフト
ウェアの主な特長
Sun Cluster Geographic Edition製品には次のような特長があります。

� 地理的に離れている複数のクラスタの障害検出

� クラスタ間でのハートビート監視 (構成可能)

� 別のクラスタへのアプリケーションリソースのスイッチオーバー

� グラフィカルユーザーインタフェース (GUI)とコマンド行インタフェース (CLI)を
介した、パートナークラスタのリモート管理

� 地理的に離れたクラスタ間でのデータ複製

� 役割に基づくアクセス制御 (RBAC: Role-Based Access Control)によりセキュリ
ティー保護された管理インタフェース

� ノード間またはクラスタ間通信のための、SSL (Secure Sockets Layer)認証と SSL
暗号化

� クラスタ間でのデータ複製とハートビート通信のための IPsecセキュリティー (構
成可能)

� ハートビートロス通知が発行された時点でスクリプトを自動実行する機能
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Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアには、地理的に離れたクラスタ間での
データ複製を管理するためのツールが用意されています。このソフトウェアは、次の
データ複製製品をサポートしています。

� Sun StorEdge™ Availability Suite 3.2.1ソフトウェア
� Hitachi TrueCopy

Sun Cluster Geographic Edition製品は、Sun Clusterリソース管理機能を利用するこ
とにより、クラスタ内で高可用性サービスを提供します。

管理と構成のためのツール
パートナーシップ、ハートビート、および保護グループの構成、制御、監視は、
SunPlex Manager Geographic Edition GUIまたはコマンド行インタフェース (CLI)を
介して行えます。

Sun Cluster Geographic Edition CLIには、専用コマンドがいくつかあります。

SunPlex™ Manager Geographic Edition GUIは、Sun Cluster GUIを拡張したもので
す。GUIでは、CLIを介して利用できる操作のほとんどが視覚的に表示されます。
SunPlex Manager Geographic Edition GUIを使用すると、地理的に離れたクラスタの
管理と監視が行えます。
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第 2章

Sun Cluster Geographic Editionの主要
な概念

この章では、Sun Cluster Geographic Edition製品を使用する上での主要な概念を挙げ
ます。これらの概念は、Sun Cluster Geographic Editionコンポーネント間の関係を理
解するのに役立ちます。

この章の内容は次のとおりです。

� 13ページの「データ複製」
� 14ページの「パートナーシップ」
� 15ページの「保護グループ」
� 18ページの「ハートビート」

データ複製
Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアでは、データ複製を行うことで 1つのシ
ステムから別のシステムにデータをミラー化できます。Sun Cluster Geographic
Editionソフトウェアは、データ複製用として Sun StorEdge Availability Suite 3.2.1ソ
フトウェアと Hitachi TrueCopyソフトウェアをサポートしています。

Sun StorEdge Availability Suite 3.2.1ソフトウェアはホストベースの複製機能であ
り、地理的に離れた主クラスタと二次クラスタ間で、ディスクボリュームをリアルタ
イムに複製します。このソフトウェアでは、リモートミラー複製により、主クラスタ
のマスターボリュームのデータを TCP/IP接続を介して地理的に離れた二次クラスタ
のマスターボリュームに複製できます。リモートミラービットマップは、主ディスク
上のマスターボリュームと、二次ディスク上のマスターボリュームの差分を追跡しま
す。

リモートミラーソフトウェアは、アプリケーションがデータボリュームにアクセスし
ている間、継続的にデータをリモートサイトに複製します。また、主サイトと二次サ
イトのボリュームの同期をとるコマンドを発行することで、二次サイトのボリューム
上のデータを手動で更新することもできます。さらに、ボリュームの同期を逆方向に
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とるコマンドを発行することで、二次ボリュームから主ボリュームにデータを復旧す
ることもできます。Sun StorEdge Availability Suite 3.2.1ソフトウェアの詳細につい
ては、製品のマニュアルを参照してください。

Hitachi TrueCopyソフトウェアは、ストレージベースの複製機能です。このソフト
ウェアを使用することで、地理的に離れたクラスタでホストに依存することなくデー
タを複製できます。Hitachi TrueCopyソフトウェアによって主ボリュームは、読み書
き双方の入出力操作時に、すべてのホストに対してオンライン状態を維持できます。
災害やシステム障害が発生した場合には、データの二次コピーを復旧用に実行する
と、データの損失をほとんどなくすことができます。 Hitachi TrueCopyソフトウェア
の詳細については、製品のマニュアルを参照してください。

Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアでは、リソースグループとデバイスグ
ループを使用してクラスタ間のデータの複製とテイクオーバーを行えます。また、主
クラスタから二次クラスタにデータを複製するように、保護グループを構成すること
もできます。データ複製の構成については、『Sun Cluster Geographic Editionのシス
テム管理』の第 7章「Hitachi TrueCopyソフトウェアによるデータ複製」を参照して
ください。

複製リソースグループ
Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアは、Sun Clusterのリソース管理機能を
拡張し、データ複製製品を統合しています。保護グループを構成する場合、Sun
Cluster Geographic Editionソフトウェアはデータ複製の監視と制御を行うために複製
リソースグループを作成します。

ディスクデバイスグループ
ディスクデバイスグループは、Sun Clusterが管理するハードウェアリソースです。
ディスクデバイスグループは、Sun Clusterソフトウェアがボリュームマネージャー
ディスクグループを登録するために使用する一種の広域デバイスです。Sun Cluster
Geographic Editionソフトウェアは、複製を含めるように Sun Clusterディスクデバ
イスグループを構成します。Sun Clusterでのディスクデバイスグループの構成につい
ては、『Sun Cluster Geographic Editionのシステム管理』の第 7章「Hitachi
TrueCopyソフトウェアによるデータ複製」を参照してください。

パートナーシップ
パートナーシップは、Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアが動作している 2
つのクラスタ間にハートビート監視を確立するものです。パートナーシップ内のクラ
スタはハートビートを交換して、相互の存在と健全性を監視します。パートナー
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シップは 2つのクラスタ間でのみ構成可能で、両クラスタ間で定義できるパートナー
シップは 1つだけです。この 2つのクラスタには、相互に通信できるインターネット
接続が必要です。パートナーシップにより、クラスタ間にハートビートが確立されま
す。

Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアでは、ハートビートロス通知が発行され
る際にコマンドが実行されるように指定できます。このコマンドの実行にはルートア
クセス権が必要です。また、ハートビートロス通知が発行された際に通知する電子
メールアドレスのリストも指定できます。

次の図は、2つのクラスタ間のパートナーシップを示しています。

図 2–1クラスタ間のパートナーシップ

各クラスタはほかのクラスタ (複数)との間で複数のパートナーシップを確立できます
が、同じクラスタ同士 (2つのクラスタ)が複数のパートナーシップを確立することは
できません。

保護グループ
保護グループを使用してサービス用のリソースグループを管理すると、クラスタ群が
災害に耐え、災害から復旧できるようになります。保護グループを設定できるのは
パートナーシップ内だけです。パートナーシップの保護グループを作成できるよう
に、あらかじめパートナーシップを作成する必要があります。一方のパートナークラ
スタは保護グループの主クラスタで、もう一方のパートナークラスタは二次クラスタ
です。保護グループには、アプリケーションリソースグループと、それらのアプリ
ケーションリソースグループのデータ複製を管理するためのプロパティーが含まれま
す。パートナークラスタには、アプリケーションリソースグループ構成の複製を配置
する必要があります。保護グループの構成は両方のパートナークラスター上で同一で
あるため、パートナークラスタには、その構成で定義されている保護グループのアプ
リケーションリソースグループが必要です。Sun Cluster Geographic Editionソフト
ウェアは、パートナー間で保護グループの構成を伝達します。
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保護グループ内におけるデータ複製の種類を指定することにより、パートナークラス
タ間でのデータ複製に使用されるメカニズムを指定できます。各保護グループがサ
ポートするデータ複製の種類は 1つだけです。各保護グループは、1つ以上のアプリ
ケーションリソースグループを管理できます。データ複製によってサービスが災害か
ら保護されている場合、保護グループにも複製リソースグループが含まれています。
保護グループは、リソースグループ内のアプリケーションを、複製するべきアプリ
ケーションデータとリンクします。このリンクと複製により、アプリケーションは特
定のクラスタから別のクラスタに、シームレスにフェイルオーバーできるようになり
ます。

パートナーシップと保護グループの関係
保護グループ内のクラスタはパートナーとして定義する必要があります。保護グルー
プは、保護グループをホストできるクラスタを定義するパートナーシップを必要とし
ます。1つのクラスタは複数の保護グループで定義でき、また保護グループごとにそ
のクラスタに個別の役割を持たせることができます。たとえば、1つの保護グループ
の主クラスタは、別の保護グループの二次クラスタになることもできます。パート
ナーシップは、任意の数の保護グループを持つことができます。

次の図に、1つのクラスタパートナーシップと 2つの保護グループで定義されている
2つのクラスタを示します。

図 2–2保護グループ内の 2つのクラスタの構成例

次の図に、2つのクラスタパートナーシップと 2つの保護グループで定義されている
3つのクラスタを示します。
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図 2–3保護グループ内の 3つのクラスタの構成例

保護グループの状態
Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアは、各クラスタ上の保護グループの状態
を監視します。続いて、各クラスタのローカル状態を、保護グループ状態のグローバ
ルビューに組み入れます。このグローバル状態は、保護グループの全体的な状態を示
します。

保護グループの状態は、SunPlex Manager GUIを使用するか、あるいは CLIを介して
表示できます。

保護グループの状態については、『Sun Cluster Geographic Editionのシステム管
理』を参照してください。

アプリケーションリソースグループ
アプリケーションの高可用性を実現には、そのアプリケーションをアプリケーション
リソースグループ内のリソースとして管理する必要があります。アプリケーションリ
ソースグループは、テイクオーバーアプリケーションまたはスケーラブルアプリケー
ション用に構成できます。また、アプリケーションリソースとアプリケーションリ
ソースグループは、主クラスタと二次クラスタの両方で構成する必要があります。ア
プリケーションリソースがアクセスするデータは、必ずその複製を二次クラスタ上に
置いてください。

アプリケーションリソースがアクセスするデータボリュームの複製は、アプリケー
ションと同じ保護グループ内に配置する必要があります。

データ複製をサポートすることで、アプリケーションリソースグループの構成方法が
制限される場合があります。これらの要件と制限は、ユーザーが選択するデータ複製
の種類によって異なります。これらの要件については、『Sun Cluster Geographic
Editionのシステム管理』を参照してください。
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ハートビート
Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアはハートビートを使用してパートナーク
ラスタ間の状態を監視します。ハートビートはパブリックネットワークに送信され、
地理的に分散した複数のサイトにおけるクラスタの障害を検出します。ハートビート
監視は、パートナーシップ構成の一部です。たとえば、クラスタのすべてのノードが
停止すると、クラスタ障害が発生します。Sun Cluster Geographic Editionソフト
ウェアはハートビート状態を使用して、管理者に障害を通知するか、代替サイトの二
次クラスタへのフェイルオーバーをトリガーします。クラスタがパブリックネット
ワークへアクセスできなくなり、パートナークラスタ間での通信が行われなくなる
と、ハートビートも失われる可能性があります。

ハートビートプラグイン
ハートビートモニターは、プラグインモジュールを使用してパートナーのハートビー
ト状態を問い合わせます。Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアには、内部
ハートビート用のデフォルトプラグインと、TCP/UDP接続を介して監視を行うため
のデフォルトプラグインが用意されています。

カスタマイズされたプラグインを使用すると、電子メール、HTTP、人工衛星、およ
びマイクロウェーブタワーなどの代替通信リンクでデータパスを提供できます。
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第 3章

Sun Cluster Geographic Editionのアー
キテクチャー

Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアでは、クラスタのグループを単一の大規
模システムとして管理し、表示することができます。この章では、Sun Cluster
Geographic Editionのアーキテクチャーの概要を示します。この情報は、Sun Cluster
Geographic Editionソフトウェアのインストール、構成、管理の準備作業で使用でき
ます。

この章の内容は、次のとおりです。

� 19ページの「Sun Cluster Geographic Editionのソフトウェア環境」
� 22ページの「Sun Cluster Geographic Editionのハードウェア環境」
� 22ページの「データ複製構成」
� 24ページの「地理的に分散したクラスタのトポロジ」

Sun Cluster Geographic Editionのソフ
トウェア環境
Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアには、地理的に離れたクラスタを管理す
るためのツールが用意されています。また、Sun Cluster Geographic Edition製品は、
Sun Clusterリソース管理機能を利用することにより、クラスタ内での高可用性サービ
スも提供します。

Sun Cluster Geographic Editionクラスタは、次のソフトウェアコンポーネントから形
成されます。

� Solaris™ 8または Solaris 9ソフトウェア
� Sun Clusterソフトウェア
� Sun Cluster Geographic Editionソフトウェア
� Application Data Service Agent
� Sun StorEdge Availability Suite 3.2.1ソフトウェア
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� データ複製ソフトウェア
� Solarisボリュームマネージャーまたは Veritas Volume Manager

次の図は、Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアコンポーネントの関係を示し
ています。
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図 3–1 Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアのアーキテクチャーの概要
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Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアは、基本となる Sun Clusterインストー
ルとは無関係にインストールと削除が行えます。インストール作業またはアンインス
トール作業を行うために、別途ノードを起動したり、クラスタを停止したりする必要
はありません。

Sun Cluster Geographic Editionのハー
ドウェア環境
Sun Clusterハードウェア構成は、Sun Cluster Geographic Editionクラスタのベース
となるものです。

このベースに次のハードウェアコンポーネントが加わることで、Sun Cluster
Geographic Editionクラスタが形成されます。

� データストレージが装備された Sun Clusterハードウェアインストール

� Sun Clusterインストール同士でクラスタ間管理通信用を行うためのインター
ネット接続

� クラスタ間ハートビート用のインターネット接続

� データ複製用の接続

� カスタムハートビート用の接続

Sun Cluster Geographic Editionハードウェア環境は、次のトポロジをサポートしま
す。

� N+1 -複数のサイトに置かれている複数のクラスタが単一のバックアップクラスタ
と通信を行うトポロジ

� クラスタペア -両方のクラスタがオンライン状態で、サービスを提供しているトポ
ロジ

図 3–2に、Sun Cluster Geographic Editionのハードウェアアーキテクチャーの全体図
を示します。

データ複製構成
Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアでは、パートナークラスタ間の距離は制
限されていません。パートナークラスタは、パートナーシップによってホストされる
保護グループをサポートする上でデータ複製接続を必要とします。パートナークラス
タは、クラスタ間でのデータ複製をサポートするように、互換性を持たせて構成する
必要があります。
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Sun Cluster Geographic Edition製品は、シングルノードクラスタからシングルノード
クラスタ、マルチノードクラスタからシングルノードクラスタ、およびマルチノード
クラスタからマルチノードクラスタヘの複製をサポートします。主クラスタと二次ク
ラスタは、それらのデータ複製方法に互換性がある場合、Sun Cluster製品がサポート
している任意の構成を使用できます。互換性のレベルは、各データ複製製品によって
異なります。

データ複製のための接続は、次の要件によって決まります。

� パートナークラスタ間の距離
� 複製されるデータの量
� データ複製の構成パラメタ

Sun Cluster Geographic Edition製品では、データ整合性と通信コストのバランスをと
ることができます (この場合、データ整合性とは許容しうるデータ損失の量です)。

次の図は、2ノードクラスタから 1ノードクラスタにデータを複製する構成を示して
います。
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図 3–2 2ノードクラスタから 1ノードクラスタへのデータ複製

地理的に分散したクラスタのトポロジ
パートナーシップにより、クラスタ間の通信とハートビートが確立されます。1つの
クラスタは、複数のパートナーシップに加わることができます。保護グループによ
り、パートナークラスタ間のデータ複製が確立されます。各パートナーシップには、
複数の保護グループを構成できます。各保護グループは、パートナークラスタ間でさ
まざまなデータを複製します。

次に、クラスタ間の関係を表す、地理的に分散したトポロジの図を示します。
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図 3–3地理的に分散したトポロジ

Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアでは、パートナークラスタ間のハート
ビートを使用して、1つのクラスタに複数のパートナーシップを構成できます。たと
えば、ジュネーブ -ロンドン -ローマ -ベルリンと結ぶトポロジでは、ジュネーブに
中央クラスタを置き、この中央クラスタによってロンドン、ローマ、ベルリンにある
クラスタとの 3つの個別のパートナーシップを形成できます。これらのパートナー
シップは、ロンドンとジュネーブ、ローマとジュネーブ、およびベルリンとジュネー
ブのクラスタペア間で、双方向のインターネット接続を必要とします。これらのパー
トナーシップにより、ジュネーブにあるクラスタは、ハートビートを交換し、ロンド
ン、ベルリン、およびローマに置かれたクラスタの障害を検出できます。
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ロンドン、ローマ、およびベルリンにある主クラスタが、ジュネーブにあるクラスタ
(二次クラスタ)にデータを複製できるよう、各パートナーシップには保護グループが
あります。

次の図に、クラスタ間の関係を示す、地理的に分散したトポロジを示します。

パリとニューヨーク間のトポロジには、2つの保護グループとパートナーシップを形
成する 2つのクラスタが存在します。各クラスタは、一方の保護グループの主クラス
タで、もう一方の保護グループの二次クラスタです。パートナーシップには、クラス
タ間管理とハートビート用に、2つのクラスタ間の双方向インターネット接続が必要
です。これらの 2つのクラスタには、2つの保護グループのデータ複製をサポートす
るために、データ複製リンクが必要です。

ジュネーブ -ロンドン -ローマ -ベルリンと結ぶトポロジでは、ジュネーブにあるク
ラスタが、3つの保護グループの主クラスタになることができます。ただし、
ジュネーブにあるクラスタには、アプリケーションリソースグループによって提供さ
れるすべてのサービスを実行するための適切なプロビジョニングが必要です。

たとえば、保守のためにローマにあるクラスタが停止された場合には、ローマ -
ジュネーブの保護グループに対し、制御されたスイッチオーバーを使用することで、
ジュネーブにあるクラスタが新しい主クラスタになることができます。ジュネーブに
あるクラスタは、ローマ -ジュネーブの保護グループの新しい主クラスタとして、
ローマ -ジュネーブの保護グループのアプリケーションリソースグループによって提
供されるサービスをホストします。同時に、ジュネーブにあるクラスタは、ロンドン
とベルリンにあるクラスタの二次クラスタとして動作します。

同様に、パートナークラスタが不意に消失した場合には、パリ -ニューヨークトポロ
ジでは、一方のクラスタが両方の保護グループに対する主クラスタとしてテイクオー
バーを行うことができます。

26 Sun Cluster Geographic Editionの概要 • 2005年 8月, Revision A



用語集

HAStoragePlusリソー
ス

複製リソースグループがスイッチオーバーまたはフェイルオーバーし
たときに、デバイスグループをスイッチオーバーするリソース。

アクティブ /アクティブ
クラスタ

それぞれが、特定のサービスについては主クラスタであると同時に、
ほかのサービスについては二次クラスタである 2つのクラスタ。

アプリケーションリソー
ス

可用性を高めるためにリソースとして管理されるアプリケーション。

アプリケーションリソー
スグループ

Sun Cluster上でアプリケーションの高可用性を実現するために、ユー
ザーによって構成される Sun Clusterリソースグループ。アプリケー
ションリソースグループは、災害耐性と高可用性を実現するために、
保護グループに組み入れることができます。

キャンパスクラスタ 1つのクラスタ内に存在する地理的に離れたノード間のデータ複製を
サポートするクラスタ。ノード間の最大距離は制限されています。

サイト Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアが動作する 1つ以上のク
ラスタを収容する場所。災害復旧が行えるクラスタ環境を整えるに
は、地理的に離れたサイトのクラスタをそのパートナーにする必要が
あります。

主クラスタ クラスタパートナーシップ内のクラスタであり、アプリケーションリ
ソースのホストとなったり、複製されたデータの一次コピーを保持し
たりするクラスタ。保護グループは、あるクラスタが主クラスタと二
次クラスタのどちらであるかを定義します。たとえば、ある保護グ
ループの主クラスタは、別の保護グループの二次クラスタになること
もできます。

スイッチオーバー 主クラスタから二次クラスタへの計画的なサービスの移行。

テイクオーバーとは異なり、スイッチオーバー時に主クラスタは二次
クラスタに接続された状態になります。データ損失とデータ破損を最
小限にするため、主クラスタは二次クラスタと調整してサービスを移
行します。
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スケーラブルアプリケー
ション

1つの論理サービスを形成するために複数のノードで動作するアプリ
ケーション。スケーラブルアプリケーションを実行しているノードで
障害が発生しても、フェイルオーバーは起こりません。アプリケー
ションは別のノードで引き続き実行されます。

スタンバイクラスタ 二次クラスタとして動作する、構成が最小限のクラスタ。スタンバイ
クラスタは緊急時に主クラスタからテイクオーバーを行うことができ
ますが、一部のサービスのみをサポートします。スタンバイクラスタ
は、二次クラスタに代わる低コストの選択肢です。

災害耐性 主クラスタに障害が発生した場合に、二次クラスタ上でアプリケー
ションを復元するシステムの能力。災害耐性のベースは、データ複製
とフェイルオーバーです。

テイクオーバー 主クラスタから二次クラスタへの、緊急のサービス切り替え。災害が
発生した場合に、システム管理者はテイクオーバーを開始して災害か
ら復旧させることができます。

スイッチオーバーとは異なり、テイクオーバー時には、主クラスタは
二次クラスタには接続されません。そのため、主クラスタは二次クラ
スタと調整してサービスを移行することはできません。このような調
整が行われないため、スイッチオーバーよりもデータ損失とデータ破
損のリスクが高くなります。テイクオーバー時には、データ損失と
データ破損を最小限にするため、専用の復旧手順が使用されます。

データ複製 主クラスタのデータストレージデバイスから、二次クラスタのデータ
ストレージデバイスへのデータのコピー。データ複製によって、二次
クラスタには主クラスタの最新データのコピーが保存されます。主ク
ラスタと二次クラスタは、地理的に離れた場所に配置できます。

キャンパスクラスタでは、2つのデータストレージデバイスは同じク
ラスタ上に存在します。Sun Cluster Geographic Editionソフトウェア
が動作する地理的に離れたクラスタでは、2つのデータストレージデ
バイスは異なるクラスタ上に存在します。

データ複製リソース データ複製の状態とステータスを監視する Sun Clusterリソース。

途切れたパートナー
シップ

保護グループ内の 2つのクラスタが主クラスタとして動作するエラー
状況。パートナーシップが途切れた状況では、システム管理者はテイ
クオーバーを実行して一方のクラスタを主クラスタに、もう一方のク
ラスタを二次クラスタにする必要があります。

二次クラスタ 保護グループのホストになれる、クラスタパートナーシップ内のクラ
スタ。二次クラスタは、主クラスタからミラー化されたデータを受け
取ります。主クラスタに障害が発生した場合、二次クラスタは新しい
主クラスタになれます。
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二次クラスタは、保護グループと関連付けることができます。主クラ
スタに障害が発生した場合、保護グループは二次クラスタに移行され
ます。保護グループは、あるクラスタが主クラスタと二次クラスタの
どちらであるかを定義します。たとえば、ある保護グループの主クラ
スタは、別の保護グループの二次クラスタになることもできます。

二次ノード クラスタ内に存在するがアプリケーションサービスのホストではない
ノード。主ノードに障害が発生した場合、二次ノードが新しい主ノー
ドになります。

パートナーシップ Sun Clusterソフトウェアと Sun Cluster Geographic Editionソフト
ウェアがインストールされた、地理的に離れた 2つのクラスタ間の関
係。これら 2つのクラスタは、ハートビートを交換することで、相互
の健全性を監視します。

ハートビート 特定のクラスタから出され、パートナークラスタによって検出される
信号。ハートビートにより、クラスタはそのパートナークラスタの存
在と障害を監視することができます。

非アクティブクラスタ アプリケーションが実行中ではなく、データが二次クラスタに複製さ
れていない主クラスタ。または、データが主クラスタから複製されて
いない二次クラスタ。

複製リソースグループ データ複製リソースを含むリソースグループ。

保護グループ 災害から保護されるサービス用のアプリケーションリソースグループ
を管理するエンティティー。保護グループ内のクラスタはパートナー
として定義する必要があります。個々のクラスタは、それぞれの保護
グループで異なる役割を引き受けることができます。たとえば、ある
保護グループの主クラスタは、別の保護グループの二次クラスタにな
ることもできます。

保護グループには次のような特徴があります。

� 災害から保護されるサービスのリソースグループとリソースの
セット

� デバイスグループエントリ
� 保護グループを保持する主クラスタ
� 保護グループのホストになれる二次クラスタ
� データ複製サービス

リソース Sun Clusterリソース。

リソースグループ Sun Clusterリソースグループ。リソースグループは、アプリケー
ションリソースグループか、複製リソースグループのいずれかです。
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